
⑳タウントピックス

　
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
看
板

（
屋
外
広
告
物
）の
撤
去
、
改
修
お
よ
び

移
設
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　

　
町
の
財
産
で
あ
る
す
ば
ら
し
い
景
観

を
さ
ら
に
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、

ぜ
ひ
補
助
金
を
活
用
し
、
良
好
な
景
観

の
形
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間　

　
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

▼
補
助
対
象

 

・
広
告
板
・
塔
、壁
面
広
告
物
な
ど（
置

　
看
板
な
ど
の
簡
易
広
告
物
を
除
く
）

 

・
改
善
費
用
が
諸
経
費
等
を
除
き
、
１

　
基
に
つ
き
２
万
円
以
上
の
も
の

 

・
そ
の
他
要
綱
に
定
め
る
も
の

▼
補
助
額
等

 

・
申
請
は
所
有
者
等
、一
者
に
つ
き
１

　
回
限
り

 

・
補
助
割
合
は
事
業
費
（
諸
経
費
等
含

　
む
）
の
50
〜
70
％
で
、
限
度
額
50
〜

　
70
万
円

※

看
板
の
改
善
基
数
に
よ
る
変
動
が

あ
り
ま
す
。

※

複
数
の
者
に
よ
る
共
同
申
請
も
で

き
ま
す
。

▼
問
合
せ　
建
設
課
景
観
係

　
☎
72
６
９
０
７

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や

観
光
事
業
所
へ
の
鳥
獣
侵
入
に
よ
る

観
光
客
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
野
生

鳥
獣
防
護
柵
の
設
置
に
係
る
資
材
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。た
だ
し
、
資

材
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対　
象

〇
町
内
に
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

　
生
産
販
売
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

〇
鳥
獣
侵
入
防
止
用
の
防
護
柵
を
必
要

　
と
し
て
い
る
観
光
事
業
者

※

家
庭
菜
園
は
補
助
対
象
外
で
す
。ま

た
、
予
算
額
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す

の
で
、
新
規
申
請
者
を
優
先
に
受
け
付

け
ま
す
。

▼
要　
件　
野
生
鳥
獣
防
護
柵
資
材

　
（
電
気
柵
、ト
タ
ン
板
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

　
シ
ュ
等
）の
新
規
購
入
に
限
り
ま
す
。

※

取
付
・
設
置
費
は
除
き
ま
す
。

▼
補
助
金
額　
防
護
柵
の
資
材
購
入
費

　
の
３
分
の
２
以
内
（
個
人
は
上
限
20

　
万
円
、団
体
と
法
人
は
30
万
円
）

▼
問
合
せ　
農
林
振
興
課
林
務
畜
産
係

　
☎
72
６
９
１
３

空間放射線量測定結果
　町で測定している町内３０カ所の空間放射線量
の測定結果をお知らせします。
　測定結果は、町ホームページに掲載しているほ
か、役場で掲示しています。

測　定　日：平成３１年３月１３日
測定機器：NaIシンチレーションサーベイメータ
単　　位：マイクロシーベルト／時（µＳｖ／h）
■問合せ　環境課放射能対策係　☎７２－６９４０

【町内３０カ所の測定結果】（測定の高さ：地上 50ｃｍ）

野生鳥獣防護柵資材費の
　  一部を助成します

看板改善の補助制度は
　 今年度までです！

看
板



　
豊
原
駅
の
歌

豊
原
駅
の
歌　

˜
思
い
出
さ
が
し
˜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞
：
磯 

由
起
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲
：
石
田 

多
朗

水
は
清
き
黒
川
の

強
き
流
れ
聞
き
な
が
ら

那
須
の
す
そ
野
に
ひ
っ
そ
り
と

出
逢
い
と
別
れ 

笑
い
と
涙

思
い
で
た
ど
れ
ば
明
治
二
十
年

那
須
の
水
害
も
越
え
て
来
た

春
は 

ピ
カ
ピ
カ
ラ
ン
ド
セ
ル

夏
は 

ク
ワ
ガ
タ
さ
が
し

秋
は 

か
く
れ
ん
ぼ

冬
は 

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

け
ん
か
し
た
け
れ
ど　

す
ぐ
仲
直
り

今
日
も
僕
た
ち
の
笑
顔
を
待
っ
て
い
る

澄
ん
だ
空
気　

さ
わ
や
か
な
風

す
べ
て
桜
と
と
も
に

関
東
最
北
端　

豊
原
駅

　
　
制
作
し
た
曲
は
Ｑ
Ｒ

　
　
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

　
　
て
視
聴
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
ま
す

　
３
月
23
日
、
豊
原
駅
の
駅
舎
建
替
に
伴
う
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
３
月
１
日
に
就
任
し
た
豊
原
駅
名
誉

駅
長
の
星
野
明
夫
さ
ん（
芦
野
）が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら

紹
介
さ
れ
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
石
田
隊
員
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
豊
原
駅
の
歌
」が
地
元
の
小
中
学
生
、
黒
田

原
小
学
校
音
楽
部
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、成
沢
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
で
は
、成
沢
自
治

会
に
よ
る
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
と
、
酪
農
と
ち
ぎ
農
業

協
同
組
合
那
須
高
原
支
所
か
ら
牛
乳
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
豊
原
駅
の
歌
」
は
、
式
典
の
様
子
を
含
め
た
動
画

を
作
成
す
る
な
ど
、
町
の
定
住
促
進
や
駅
の
利
活
用

促
進
等
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

㉑

豊原駅リニューアルオープンセレモニーが盛大に開催されました豊原駅リニューアルオープンセレモニーが盛大に開催されました豊原駅リニューアルオープンセレモニーが盛大に開催されました豊原駅リニューアルオープンセレモニーが盛大に開催されました

　　
那
須
町
に
来
て
か
ら
丸
３
年

が
経
ち
、３
月
31
日
を
も
っ
て

協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
任
期
中
は
編
集
者
や
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
経
験
を
生
か
し
、
町
の
情
報

発
信
力
を
高
め
る
た
め
に
取
材
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
制
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン「
伊
王
野

陣
屋
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
カ
フ
ェ

の
手
伝
い
を
し
た
り
、
町
の
自
転
車
振

興
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
が
と
て
も
充
実

し
て
い
た
一
方
、
中
途
半
端
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
活
動
も
あ
り
、
と
て
も
反

省
し
て
い
ま
す
。特
に
自
転
車
振
興
で

は
、全
国
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
、町

内
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を

し
ま
し
た
が
、
隊
員
発
信
の
企
画
立
案

や
卒
業
後
の
仕
事
に
つ
な
が
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。期
待

を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
那
須
町
は
と
て
も
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、

あ
ち
こ
ち
で
出
店
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は「
自
分
は

接
客
す
る
仕
事
が
好
き
だ
な
」
と
い
う

こ
と
。そ
こ
か
ら
自
分
で
お
店
を
立
ち

上
げ
る
道
筋
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

な
の
で
、
新
た
な
自
分
の
可
能

性
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
那
須
町
に
来

て
、

 

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制
度
に
は
、

２
つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は「
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
、町

民
の
方
と
一
緒
に
あ
ら
た
な
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
」。

　
そ
し
て
も
う
１
つ
が
「
卒
業
後
も
町

に
定
住
す
る
こ
と
」で
す
。ほ
と
ん
ど
の

元
隊
員
が
卒
業
後
も
町
に
住
み
続
け
、

自
ら
仕
事
を
立
ち
上
げ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
町
の
活
性
化
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ

は
２
、
３
年
で
ど
う
こ
う
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。卒
業
後
も
町
で
知

り
合
っ
た
方
々
と
こ
の
テ
ー
マ
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
人
の
町
民
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
瀧 

剛
さ
ん

退
任
の

　
あ
い
さ
つ

▶「
豊
原
駅
の
歌
」を
子
ど
も
た
ち
が

　

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
な
声
で

　

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た

▶
豊
原
駅
名
誉
駅
長

　

星
野
明
夫
さ
ん

▲
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
に

　

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
を
行

　

い
ま
し
た



㉒ほけんだより

〇
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

▼
対　
象

①
１　
期　
１
歳
〜
２
歳
未
満
児

②
２　
期　
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
児

　
（
平
成
25
年
４
月
２
日
〜
平
成
26
年
４

　
月
１
日
生
）

▼
接
種
期
限　
２
０
２
０
年
３
月
31
日

▼
助
成
限
度
額　
１
０
，８
０
０
円

〇
第
２
期
ジ
フ
テ
リ
ア・
破
傷
風

▼
対　
象　
小
学
６
年
生

※

13
歳
に
な
る
前
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
助
成
限
度
額　
５
，７
２
４
円

〇
第
２
期
日
本
脳
炎

▼
対　
象

①
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

　
月
１
日
生
で
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が

　
未
接
種
の
方（
特
例
対
象
者
）

※

20
歳
に
な
る
前
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
９
歳
〜
13
歳
未
満
の
方

▼
助
成
限
度
額　
７
，２
３
６
円

　
共
通
事
項

　
各
予
防
接
種
で
、接
種
期
限
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。接
種
期
限

を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

▼
料　
金　
那
須
町
、
大
田
原
市
、
那
須

　
塩
原
市
の
契
約
医
療
機
関
ま
た
は
栃

　
木
県
内
相
互
乗
り
入
れ
事
業
に
加
入

　
し
て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

　
合
は
無
料
で
す
。

　
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
で
免
疫
の
機
能

　
に
障
害
の
あ
る
方

③
経
過
措
置
の
接
種
対
象
者

　
（
下
表
の
と
お
り
）

④
平
成
30
年
度
末
で
１
０
０
歳
以
上
の

　
方

※

す
で
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象

外
で
す
。

※

①
③
④
の
方
に
は
４
月
初
め
に
接
種

券
（
紫
色
）
と
予
診
票
を
発
送
し
ま
し

た
。

▼
接
種
期
限　
２
０
２
０
年
３
月
31
日

▼
助
成
金　
５
，５
０
０
円

▼
料　
金　
那
須
町
、
大
田
原
市
、
那
須

　
塩
原
市
の
契
約
医
療
機
関
ま
た
は
栃

　
木
県
内
相
互
乗
り
入
れ
事
業
に
加
入

　
し
て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

　
合
は
、
町
の
助
成
金
５
，
５
０
０
円
を

　
引
い
た
額（
２
，２
７
６
円
）を
医
療
機

　
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

右
記
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

方
は
、医
療
機
関
の
窓
口
で
代
金
を
支
払

い
、接
種
後
１
年
以
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

助
成
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

こ
の
場
合
の
助
成
限
度
額
は
５
，
５
０
０

円
と
な
り
ま
す
。　

※

接
種
の
際
は
、郵
送
さ
れ
た
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
券
（
紫
色
）
と
予
診
票
と

接
種
料
金（
２
，２
７
６
円
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

　
助
成
手
続
き
に

　
　
　
　
必
要
な
も
の

・
町
提
出
用
予
診
票

・
接
種
券 （
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
み
）

・
領
収
書

・
印
鑑
、通
帳

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
72
５
８
５
８

さまざまな予防接種を助成しています

　
上
記
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

方
は
、医
療
機
関
の
窓
口
で
代
金
を
支
払

い
、接
種
後
１
年
以
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
助
成
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
任
意
高
齢
者

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▼
対　
象

①
那
須
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
接
種
当
日
65
歳
以
上
の
方

③
定
期
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

　
接
種
対
象
者
を
除
く
方

④
今
ま
で
に
町
の
助
成
を
受
け
て
い
な

　
い
方

▼
助
成
金　
３
，５
０
０
円

▼
接
種
回
数　
生
涯
１
回　

▼
料　
金　
那
須
町
、
大
田
原
市
、
那
須

　
塩
原
市
の
契
約
医
療
機
関
で
接
種
す

　
る
場
合
は
町
の
助
成
金
３
，５
０
０
円

　
を
引
い
た
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ

　
て
く
だ
さ
い（
お
お
む
ね
、４
千
円
か
ら

　
５
千
円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

※

右
記
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

方
は
接
種
料
金
の
全
額
を
支
払
い
、接
種

後
１
年
以
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
助
成

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
定
期
高
齢
者

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▼
対　
象

①
65
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

　
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
や
ヒ
ト

　　　　  ２０１９年度　高齢者肺炎球菌ワクチン接種対象者　　
　対　　　象 　　　　　　　　　生　年　月　日

65 歳となる方　　　昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日生

70 歳となる方　　　昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日生

75 歳となる方　　　昭和 19 年 4 月 2 日～昭和 20 年 4 月 1 日生

80 歳となる方　　　昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月 1 日生

85 歳となる方　　　昭和 　9 年 4 月 2 日～昭和 10 年 4 月 1 日生

90 歳となる方　　　昭和　4 年 4 月 2 日～昭和 　5 年 4 月 1 日生

95 歳となる方　　　大正 13 年 4 月 2 日～大正 14 年 4 月 1 日生

100 歳となる方　　 　大正　8 年 4 月 2 日～大正   9 年 4 月 1 日生

次の予防接種は、今年度特に接種が必要となるものです。
接種する場合は、事前に各医療機関へ予約しましょう。
子どもが接種する場合は必ず保護者が付き添って医療機関に行きましょう。
定期接種対象の方には、4月上旬に通知書をお送りします。



㉓ ほけんだより

　
２
月
20
日
、ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
で
那

須
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
主
催
の

「
障
が
い
者
福
祉
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
開
催
さ
れ
、
障
が
い
福
祉
関
係
者

だ
け
で
な
く
、一
般
参
加
者
、自
治
会
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
医
療
・
高
齢
・

子
育
て
支
援
関
係
者
な
ど
、多
く
の
分
野

か
ら
約
60
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、一
般
社
団
法
人
日
本
作
業

療
法
士
協
会
副
会
長
の
荻
原
喜
茂
氏
が

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、参
加
者
が
６

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、認
知
症
の
方
と
障

が
い
の
あ
る
方
が
い
る
家
族
を
例
に
、
ど

ん
な
支
援
が
必
要
か
、
町
や
地
域
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

熱
心
に
討
議
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
に

触
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
越
え
て
町
に

あ
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
仕

組
み
を
考
え
る
、良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

　
全
て
の
住
民
が
、地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能

力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
、
介
護
、
介
護

予
防
、住
ま
い
お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生

活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体

制
の
こ
と
で
す
。

　
県
に
所
在
す
る
施
設
や
学
校
等
に

　
入
所
、
通
所
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

　
方

 

・
原
則
と
し
て
、
第
14
回
栃
木
県
障
害

　
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
２
０
１
８
年
９

　
月
中
止
）に
申
込
し
た
方（
卓
球（
精

　
神
）、ボ
ウ
リ
ン
グ
に
応
募
す
る
方
を

　
除
く
）

 

・
合
同
練
習
会
等
の
行
事（
５
回
）に
全

　
日
程
参
加
で
き
る
方

 

・
栃
木
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て
集
団

　
生
活
・
行
動
が
で
き
る
方

※

派
遣
予
定
期
間
中
、
全
日
程
の
参
加

が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

は
、
派
遣
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
18
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
大
会
）の
参
加
者
も
申
込
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
42
人（
予
定
）

▼
申
込
期
間　

　
４
月
16
日
㈫
〜
５
月
21
日
㈫

※

申
込
み
方
法
や
大
会
負
担
金
な
ど
、

詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//www.tochi-shinkyo.org/spo.html

）

を
ご
確
認
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

〇
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
０
２
８―

６
２
４―

２
７
６
１

　

Fax
０
２
８―

６
２
４―

２
７
６
１

〇
町
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

☎
72
６
９
１
７

　

Fax
72
０
９
０
４

　
少
し
足
腰
に
心
配
は
あ
る
け
ど「
転
ば

な
い
よ
う
に
し
た
い
」「
体
力
を
つ
け
て

気
軽
に
出
か
け
た
い
」「
他
の
人
と
交
流

し
て
元
気
に
な
り
た
い
」
な
ど
の
「
し
た

い
」「
な
り
た
い
」を
叶
え
る
た
め
に
一
緒

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 町
で
は
、

生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
高
齢

者
を
対
象
に
、短
期
集
中
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
生
活
機
能
の
向
上
を
図
る「
心
身

力
ア
ッ
プ
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は「
痛
み
が
軽

減
し
た
」「
調
子
が
良
く
な
っ
た
」「
楽
し

い
。 来
て
良
か
っ
た
」
等
、
う
れ
し
い
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
日　
程　
４
月
19
日
㈮
〜
７
月
26
日
㈮

　
各
回
金
曜
日　
全
14
回

▼
時　
間　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　
所　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
個
人
の
体
に
合
わ
せ
、ス
ト

　
レ
ッ
チ
や
体
操
、体
の
動
か
し
方
を
教

　
室
の
中
で
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。 

ま

　
た
、認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

▼
対　
象　
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を

　
受
け
て
い
る
方
、生
活
機
能
の
低
下
が

　
認
め
ら
れ
る
方（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
で
確
認
し
ま
す
）

▼
サ
ー
ビ
ス
実
施　
荻
原
牧
子
氏（
作
業

　
療
法
士
）、保
健
セ
ン
タ
ー
職
員

▼
手
続
き　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。心
身
状
況
や
生

　
活
状
況
を
確
認
し
ま
す
。対
象
と
な
る

　
方
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、参
加
開

　
始
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　
那
須
町
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー（
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
内
）

　
☎
71
１
１
３
８

▼
日　
程

〇
派
遣
期
間　
10
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫

〇
大
会
期
間　
10
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪

▼
場　
所　
茨
城
県
各
種
目
会
場

▼
募
集
競
技

 

・
陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
）

 

・
水
泳（
身
体
・
知
的
）

 

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
身
体
・
知
的
）

 

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
身
体
）

 

・
卓
球（
身
体
・
知
的
・
精
神
）（
サ
ウ
ン

　
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス（
身
体
）を
含
む
）

 

・
ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
的
）

▼
応
募
資
格

※

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

 
・
２
０
１
９
年
４
月
１
日
現
在
で
13
歳

　
以
上
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

　
精
神
障
害
者

 

・
栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
方
、栃

　

木
県
外
に
住
所
を
有
す
る
方
で
栃
木

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

心
も
体
も
健
康
に　

心
身
力
ア
ッ
プ
教
室

第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
）

派
遣
選
手
の
募
集

障がい者福祉を考える

一人ひとりが

　　できること

一人ひとりが

　　できること



㉔ほけんだより

〇
認
定
こ
ど
も
園
那
須
幼
稚
園

子
育
て
相
談

▼
開
催
日
時　
平
日
午
前
中（
別
時
間
希

　
望
の
場
合
は
応
相
談
）

※

相
談
中
、満
３
歳
室
で
託
児
を
引
き
受

け
ま
す
。

一
時
預
か
り
事
業

　
こ
ど
も
未
来
課
と
連
携
し
急
な
用
事

や
短
期
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
な
ど
で
、

一
時
的
に
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
お
子

さ
ま
を
預
か
り
ま
す
。た
だ
し
、
年
齢
制

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
日
時　
月
曜
日
〜
土
曜
日　

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※

第
１
号
認
定
園
児
も
教
育
標
準
時
間

を
超
え
る
場
合
や
、午
後
２
時
30
分
以
降

は
一
時
預
か
り
し
ま
す
。た
だ
し
、月
極
、

土
曜
日
、一
時
預
か
り
利
用
等
で
料
金
が

変
わ
り
ま
す
。

心
を
育
て
る
学
童
保
育

　
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　
主
に
小
学
１
〜
３
年
生
。 た
だ
し
、
希

望
が
あ
れ
ば
６
年
生
ま
で
対
象
。

▼
利
用
日
時　

 

・
平
日　
小
学
校
の
放
課
後
時
間
〜
午

　
後
６
時

※

小
学
校
（
黒
田
原
）
ま
で
迎
え
の
バ
ス

が
あ
り
ま
す
。

 

・
長
期
休
業
日　
春
、夏
、冬
休
み

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※

料
金
等
は
別
規
定
に
な
り
、定
員
が
あ

り
ま
す
。

▼
内　
容　
子
育
て
不
安
、
子
ど
も
の

　
発
達
に
関
す
る
こ
と
な
ど

▼
問
合
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
71
１
１
３
７

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

     

学
童
指
導
員
募
集

　
賃
金
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。

〇
田
代
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
（
田
代
友
愛
小
学
校
敷
地
内
）

▼
勤
務
条
件

 

・
平
日
の
午
後
１
時
〜
午
後
６
時
の
う

　
ち
４
時
間
程
度

 

・
土
曜
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
の

　
う
ち
５
時
間
程
度

 

・
週
３
回（
月
に
土
曜
日
を
２
回
含
む
）

　
程
度

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
田
代
ひ
ま
わ
り

　
ク
ラ
ブ（
午
後
２
時
〜
６
時
）

　
☎
62
８
８
６
８

〇
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

　
（
東
陽
小
学
校
敷
地
内
）

▼
勤
務
条
件

 

・
平
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
６
時
30
分

　
の
う
ち
３
時
間
程
度

 

・
土
曜
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
の

　
５
時
間

 

・
学
校
休
業
日
の
午
前
７
時
45
分
〜
午

　
後
６
時
30
分
の
う
ち
５
時
間
程
度

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
な
か
よ
し
ク
ラ

　
ブ（
午
後
１
時
30
分
〜
６
時
30
分
）

　
☎
74
１
８
２
８

すこやかなお子さまの成長のために

園
庭
・
園
舎
開
放
事
業

▼
利
用
日
時　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午

　
前
中

※

満
３
歳
児
入
園
室
（
保
育
室)

は
午
前

11
時
30
分
頃
ま
で（
保
護
者
同
伴
）

▼
問
合
せ　
認
定
こ
ど
も
園
那
須
幼
稚

　
園　
☎
72
０
１
８
４

　
那
須
町
大
字
寺
子
乙
２
５
９
９―

３

〇
那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園

子
育
て
相
談
（
お
母
さ
ん
と
未
就

園
児
の
会　
こ
ひ
つ
じ
ぐ
み
）

　
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
簡
単
な
手

仕
事
を
し
な
が
ら
、遊
ん
だ
り
子
育
て
の

お
話
を
し
た
り
し
ま
す
。

▼
開
催
日
程　
５
月
16
日
㈭
、５
月
31
日

　
㈮
、６
月
20
日
㈭
、７
月
18
日
㈭
、８
月

　
22
日
㈭
、９
月
19
日
㈭
、10
月
18
日
㈮
、

　
11
月
21
日
㈭
、
12
月
13
日
㈮
、
２
０
２

　
０
年
１
月
15
日
㈬
、
１
月
31
日
㈮
、 ２

　
月
20
日
㈭
、３
月
13
日
㈮

※

１
月
15
日
㈬
は
く
ぐ
つ
人
形
劇
で
す
。

ま
た
、

  

日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
時　
間　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
参
加
費　
２
０
０
円（
お
や
つ
代
含
む
）

※

内
容
に
よ
っ
て
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
４
月
１
日
現
在
満
２
歳
に

　
な
っ
て
い
る
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
受

　
入
れ
人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

一
時
預
か
り
事
業

　
第
１
号
認
定
園
児
の
預
か
り
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、第
１
号
認
定
園

児
（
当
幼
稚
園
児
）
以
外
の
お
子
さ
ま
で

も
、保
護
者
の
都
合
に
応
じ
て
お
預
か
り

し
ま
す
。

▼
利
用
日
時　

 

・
平
日
、長
期
休
業
日（
春
、夏
休
み
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時 

※

長
期
休
業
日
は
特
別
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

園
庭
園
舎
開
放
事
業

　
タ
イ
ヤ
遊
園
や
松
林
等
は
い
つ
も
開

放
さ
れ
て
い
ま
す
。 

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業 

　
人
格
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、お
子
さ
ま
の
子
育
て
や
教
育
環
境
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
種
講
演
会
を
年

に
複
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園

　
☎
62
１
３
５
０ 

　
那
須
町
大
字
高
久
甲
６
３
９
４―

１

　

子
育
て
相
談
支
援

　
子
育
て
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、子
育
て
に
関
す
る
話
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。い
つ
で
も
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。な
お
、
平
日
お
出
か
け
で
き
な

い
方
の
た
め
に
次
の
と
お
り
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

▼
日　
時　
４
月
20
日
㈯
、５
月
18
日
㈯ 
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
別
日
の
希
望
が
あ
る
と
き
は
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

幼稚園の事業紹介



㉕ ほけんだより
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◆
指
導
功
労
の
部

相
馬　
敏
男　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

清
野　
大
樹　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◆
優
秀
選
手
の
部

川
井
田
美
憂　
空
手

横
濱　
詩
乃　
空
手

横
濱
匠
太
郎　
空
手

今　
　
栄
人　
空
手

今　
千
枝
李　
空
手

上
山　
空
希　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

桃
井　
　
陸　
空
手

桃
井　
　
簾　
空
手

清
水　
　
尚　
陸
上
競
技

荒
井　
美
羽　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

薄
井
あ
す
か　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

深
澤　
綺
翔　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

山
口　
圭
太　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

木
村　
　
駆　
陸
上
競
技

秋
元　
翔
太　
ス
キ
ー

塚
原　
龍
輝　
水
泳

福
井　
　
楓　
ス
キ
ー

阿
部　
花
恋　
ス
キ
ー

渋
井　
理
那　
ス
キ
ー

大
島　
　
龍　
自
転
車

後
藤　
広
行　
陸
上
競
技

福
島
恵
津
子　
陸
上
競
技

高
久　
康
明　
陸
上
競
技

大
森　
夢
輝　
陸
上
競
技

田
尻　
翔
子　
水
泳

古
内
美
佐
子　
水
泳

平
山　
竜
夫　
水
泳

小
鍜
冶　
燈　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

小
鍜
冶
渚
砂　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

小
鍜
冶　
航　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

◆
優
秀
選
手（
団
体
）の
部

青
木　
菜
　々
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
島
萌
々
子　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

髙
久
日
満
莉　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

渡
邉　
咲
夢　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
森　
絵
莉　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

橋
本　
龍
青　
柔
道

平
山　
瑞
季　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

高
久　
未
有　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

渡
辺　
華
帆　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

常
盤　
音
花　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

鎌
田　
歩
夢　
駅
伝

白
井　
陽
貴　
サ
ッ
カ
ー

菊
地　
　
慧　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◆
優
秀
団
体
の
部

黒
田
原
フ
レ
ン
ズ　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

東
陽
サ
ン
ラ
イ
ズ　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

那
須
中
央
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

幸
福
の
科
学
学
園
中
学
校

　
チ
ア
ダ
ン
ス
部　
チ
ア
ダ
ン
ス

幸
福
の
科
学
学
園
高
等
学
校

　
チ
ア
ダ
ン
ス
部　
チ
ア
ダ
ン
ス

高
久
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

那
須
ク
ラ
ブ　
　
　
軟
式
野
球

那
須
町
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

那
須
町
弓
道
会　
　
弓
道

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

　
　
　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
八
溝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
と
八
溝
剣
道
教

室
が
開
か
れ
、
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立

圏
内
の
各
市
町
か
ら
多
く
の
児
童
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
取
り
組
み
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
で
那
須
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
も
多

く
の
選
手
が
各
大
会
で
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

ま
た
各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
長
年
指
導
者
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
指
導
功
労
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 （
敬
称
略
）

▲Ｈｏｎｄａソフトボール部によるソフトボール
　教室。 町内からは約４０人の児童生徒が参加しま
　した（２／２３　大田原市美原公園野球場）

▲講師の神奈川県警の三崎恭裕氏（剣道八段　日本
　体育大学出身）と勝見洋介氏（２０１６年全日本
　選手権大会優勝者）から指導を受けました
　（３／２　町スポーツセンター）

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
交
流

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
交
流

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
交
流

平成３０年度「那須町スポーツ賞」４５名１０団体が受賞
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が
ん
ば
り
ま
し
た

　
元
禄
２
年（
１
６
８
９
年
）４
月（
陽

暦
６
月
）
に
芭
蕉
と
曽
良
は
町
に
そ
の

足
跡
を
残
し
ま
す
。高
久
覚
左
衞
門
宅

に
は
、「
芭
蕉
懐
紙
」が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、殺
生
石
や
遊
行
柳
で
は
俳

句
を
詠
み
、
２
つ
の
史
跡
に
は
現
在
句

碑
が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
く
の
ほ
そ
道
」か
ら
３
３
０
年
の

時
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
そ
の
輝
き
を
失

わ
な
い
芭
蕉
の
世
界
。今
回
の
展
示
で

は
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
「
お
く
の

ほ
そ
道
」を
は
じ
め
、｢

芭
蕉
懐
紙｣

な
ど

江
戸
時
代
か
ら
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
物

や
掛
け
軸
、蒔
絵
、版
画
、絵
画
な
ど
を

と
お
し
て
芭
蕉
の
足
跡
を
辿
り
ま
す
。

▼
期　
間　
６
月
12
日
㈬
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
２
０
０
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）。第
３
日
曜
日
の
「
家
庭

　
の
日
」
は
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

　
同
伴
の
保
護
者
も
無
料
で
す
。

●
那
須
町
の
お
く
の
ほ
そ
道

▼
日　
時　
６
月
８
日
㈯
午
後
１
時

　
30
分
〜

▼
場　
所　
那
須
歴
史
探
訪
館
（
入
館

　
料
無
料
）

▼
講　
師　
齊
藤
宏
壽
氏
（
前
那
須
歴

　
史
探
訪
館
館
長
）

※

講
座
の
参
加
に
は
申
込
み
が
必
要
で

す（
定
員
30
名
・
先
着
順
）。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪

　
館　
☎
74
７
０
０
７

 

第
17
回
よ
さ
さ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
３
月
10
日　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
優　
勝　
あ
さ
が
お

▼
準
優
勝　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

▼
第
３
位　
那
須
町
役
場
Ｂ

●
弓
道
体
験
教
室

　
日
本
の
伝
統
武
道
で
あ
る
弓
道
は
年

齢
・
性
別
を
問
わ
ず
長
く
続
け
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
め
て
の
方
、興
味
の

あ
る
方
、
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
道
具
は
公
民
館
で
用
意
し
ま
す
。

▼
日　
程　
５
月
14
日
、
17
日
、
21
日
、

　

24
日
、
28
日
、
31
日
、
６
月
４
日
、

　
７
日
（
毎
週
火
・
金
曜
日　
全
８
回
）

▼
時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場　
所　
高
原
公
民
館
弓
道
場

▼
講　
師　
那
須
町
弓
道
会　

▼
定　
員　
12
名
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
対　
象　
町
内
在
住
の
成
人

▼
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

▼
締
切
り　
４
月
25
日
㈭

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
一
閑
張
り
教
室

　
竹
製
の
ざ
る
や
カ
ゴ
な
ど
に
和
紙
や

布
を
張
り
、
柿
渋
を
塗
り
、
持
ち
手
を

付
け
て
仕
上
げ
ま
す
。

▼
日　
程　
６
月
３
日
㈪
、 

５
日
㈬
、

　
17
日
㈪
、
18
日
㈫
（
全
４
回
）

▼
時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
30
分

▼
場　
所　
高
原
公
民
館

▼
講　
師　
小
口
秀
子
氏

▼
対　
象　
成
人
（
初
心
者
）の
方
で
、

　
４
回
全
て
出
席
で
き
る
方

▼
定　
員　
15
名
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
材
料
費　
３
，
０
０
０
円
程
度

※

持
ち
手
の
材
料
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

▼
締
切
り　
５
月
13
日
㈪

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
篠
工
芸
教
室

　
県
認
定
伝
統
工
芸
士
の
講
師
が
、
ざ

る
作
り
を
直
接
指
導
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
那
須
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日　
程　
６
月
13
日
、
20
日
、
27
日
、

　
７
月
４
日
（
毎
回
木
曜
日　
全
４
回
）

▼
時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場　
所　
那
須
高
原
友
愛
の
森
工
芸

　
館
１
階

▼
講　
師　
平
山
一
二
三
氏
、
伝
統
工

　
芸
士
の
皆
さ
ん　
ほ
か

▼
定　
員　
12
名
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
対　
象　
成
人
（
初
心
者
）の
方
で
、

　
４
回
全
て
出
席
で
き
る
方

▼
材
料
費　
１
，
０
０
０
円

▼
締
切
り　
５
月
17
日
㈮

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
型
染
め
教
室

　
型
染
め
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
楽
し

く
布
を
染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
型
彫
り

か
ら
糊
置
き
、
染
め
、
仕
立
て
ま
で
を

学
び
ま
す
。

▼
日　
程　
５
月
15
日
、29
日
、６
月
12

　
日
、
26
日
（
毎
回
水
曜
日 

全
４
回
）

▼
時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
30
分

▼
場　
所　
高
原
公
民
館

▼
講　
師　
鈴
木
葉
子
氏
（
日
工
会
会

　
員
）

▼
対　
象　
成
人
（
初
心
者
）の
方
で
、

　
４
回
全
て
出
席
で
き
る
方

▼
定　
員　
10
名
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
材
料
費　
２
，
０
０
０
円
程
度

▼
締
切
り　
４
月
26
日
㈮

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

 

大
会
結
果

と  も

那須歴史探訪館からのお知らせ

テーマ展「芭蕉と那須町」
～おくのほそ道三百三十年～

高
原
公
民
館

教
室
・
講
座

受
講
生
募
集

　
申
込
み
・
問
合
せ　
☎
76
３
７
６
４

与
謝
蕪
村「
奥
の
細
道
」画
巻

（
那
須
歴
史
探
訪
館
蔵
）よ
り

『
那
須
野
を
行
く
芭
蕉
と
曽
良
』

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
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申
込
み
・
問
合
せ　
☎
72
６
５
６
４

那
須
公
民
館

▼
締
切
り　
４
月
25
日
㈭

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
古
文
書
講
座　

　

 

初
級
・
中
級
・
実
践
編

　
江
戸
時
代
の
武
家
文
書
、
地
方
文
書
に

触
れ
、
那
須
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日　
程

〇
初
級
編　
５
月
か
ら
月
２
回
水
曜
日

　
（
全
５
回
）

〇
中
級
編　
５
月
か
ら
毎
月
第
３
金
曜
日

　
（
全
10
回
）

〇
実
践
編　
５
月
か
ら
毎
月
第
２
水
曜
日

　
（
全
10
回
）

▼
時　
間　
初
級
編
午
前
10
時
〜
正
午
、

　
中
級
・
実
践
編
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
30
分

▼
場　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対　
象　
初
級
編　
古
文
書
講
座
に
初

　
め
て
参
加
す
る
方

　
中
級
編　
初
級
編
を
修
了
し
た
方

　
実
践
編　
中
級
編
を
修
了
し
た
方

▼
講　
師　
初
級
・
実
践
編　
伊
藤
晴
康

　
氏
、 

中
級
編　
小
林
成
子
氏

▼
受
講
料　
５
０
０
円

※

資
料
代
と
し
て
申
し
込
み
の
際
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
り　
４
月
26
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化

　
振
興
係　
☎
72
６
５
６
５

町の古文書を
探しています！
町の古文書を
探しています！

●
木
工
い
ろ
は
塾

　
木
材
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
、木
製
ス

ツ
ー
ル
（
背
も
た
れ
の
な
い
椅
子
）
を
作

り
ま
す
。木
工
初
心
者
の
方
も
ベ
テ
ラ
ン

の
方
も
、一
人
ひ
と
り
の
技
術
に
合
わ
せ

て
、講
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
日　
時　
５
月
15
日
㈬
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
３
時
30
分
（
休
憩 

正
午
〜
午

　
後
１
時
）

▼
場　
所　
町
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
木

　
工
室

▼
講　
師　
ふ
れ
あ
い
工
房
木
工
部

▼
対　
象　
町
内
在
住
の
方

▼
定　
員　
10
名（
申
込
み
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
材
料
費　
２
，０
０
０
円
程
度

▼
締
切
り　
４
月
24
日
㈬　

▼
そ
の
他　
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
へ
通
知
し
ま
す
。

●
英
会
話
教
室

　- 

Ｈ
ｏ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ`

ｓ　

　
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ-

　
ナ
イ
ス
ト
ゥ
ミ
ー
チ
ュ
ー
か
ら
始
め
る

初
心
者
の
た
め
の
英
会
話
教
室
で
す
。

▼
日　
程　
５
月
28
日
、
６
月
４
日
、
11

　
日
、18
日
、25
日
、７
月
２
日
、９
日（
毎

　
週
火
曜
日 

全
７
回
）

▼
時　
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
場　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
講　
師　
バ
ン
ダ
ー
ワ
ル
・
ハ
ワ
ー

　
ド
・
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
氏

▼
対　
象　
町
内
在
住
の
方

▼
定　
員　
20
名（
申
込
み
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
参
加
費　
７
回
で
２
０
０
円

▼
締
切
り　
５
月
７
日
㈫

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
へ
通
知
し
ま
す
。

●
登
山
教
室　

　
集
ま
れ
！　
山
ガ
ー
ル
♡

　
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
の
名
所
、日
の
出
平
か
ら

南
月
山
を
目
指
し
な
が
ら
、山
登
り
の
基

礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。初
心
者
の
方
や
女

性
ひ
と
り
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。（
約
４

時
間
歩
行
）

▼
日　
時　
５
月
25
日
㈯
午
前
８
時
〜

　
午
後
３
時（
予
定
）　

▼
集
合
場
所　
那
須
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

　
麓
駅
構
内　

▼
講　
師　
那
須
山
岳
会
会
員

▼
対　
象　
町
内
在
住
の
女
性（
75
歳
く

　
ら
い
ま
で
）

▼
定　
員　
15
名（
申
込
み
多
数
の
場
合

　町では昔の貴重な資料である「古文書」を後世に残すため、古文書を読
み解き、目録の作成を行っています。 「蔵に古い文書が眠っているけど内
容がわからない」など、どのようなことでも構いません。古文書文献の情報
をお持ちの方からのご連絡をお待ちしています。
■問合せ　生涯学習課文化振興係　☎７２－６５６５

　
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
参
加
費　
無
料
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
負

　
担
あ
り
）

▼
締
切
り　
５
月
９
日
㈭　

▼
そ
の
他　
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

〇
那
須
公
民
館　
☎
72
６
５
６
４

〇
高
原
公
民
館　
☎
76
３
７
６
４

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
へ
通
知
し
ま
す
。

　
●
型
絵
染
め
教
室

　
〜
沖
縄
・
紅
型
の
世
界
〜

　
沖
縄
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
紅
型
（
び
ん

が
た
）染
め
で
、
色
鮮
や
か
な
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
作
り
ま
す
。型
を
彫
る
作
業
か
ら
染

め
る
作
業
ま
で
、
自
分
で
全
て
の
工
程
を

行
い
ま
す
。

▼
日　
程　
５
月
21
日
、６
月
４
日
、18
日
、

　
７
月
２
日
、16
日
、17
日
、30
日（
毎
回
火

　
曜
日
・
７
月
17
日
の
み
水
曜
日　
全
７

　
回
）

▼
時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場　
所　
伊
王
野
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
講　
師　
鈴
木
葉
子
氏

▼
対　
象　
町
内
在
住
の
方
で
、
７
回
全

　
て
出
席
で
き
る
方

▼
定　
員　
10
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
材
料
費　
２
，０
０
０
円（
初
回
に
集
金
）

那
須
公
民
館

高
原
公
民
館
共
催

伊
王
野
公
民
館

申
込
み
・
問
合
せ　
☎
75
０
０
０
２



図書館だより
No.２５8

このページの問合せ
・申込みは図書館へ
☎７２－５８４０

イ
ベ
ン
ト
情
報

 

●
図
書
館
お
は
な
し
会

　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
楽
し
い
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
会
を
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
４
月
10
日
㈬
午
後
３
時
30

　
分
〜
４
時

▼
場　
所　
１
階
児
童
開
架
室

●
コ
ー
ヒ
ー
講
座

　
（
創
立
40
周
年
企
画
）

　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▼
日　
時　
４
月
24
日
㈬
午
後
２
時
〜

　
４
時

▼
場　
所　
２
階
学
習
室

▼
定　
員　
15
名
（
要
申
込
み
）

▼
講　
師　
大
橋　
宏
氏
（
お
ひ
さ
ま

　
堂
珈
琲
焙
煎
士
）

▼
参
加
費　
５
０
０
円

㉙ 図書館だより

　
各
公
民
館
で
開
催
す
る
あ
お
ぞ
ら
図

書
館
の
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

芦
野
公
民
館

▼
予
定
日
時　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

伊
王
野
公
民
館

▼
予
定
日
時　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▼
日　
時  

５
月
３
日
㈮
午
前
10
時
〜

　
正
午

▼
集
合
場
所  

２
階
学
習
室

▼
内　

 

容　
図
書
館
は
ど
ん
な
と
こ

　
ろ
？
図
書
館
で
本
を
借
り
よ
う
！

▼
定　
員　
20
名
（
要
申
込
み
）

▼
対　
象　
小
学
生

▼
持
ち
物　
利
用
カ
ー
ド

※

利
用
カ
ー
ド
が
無
い
方
に
は
事
前
に

作
成
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
図
書
館
寄
席

　
昨
年
、
満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
図

書
館
寄
席
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
本

格
的
な
落
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日　
時　
５
月
５
日
㈰
午
後
２
時
〜

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
場　
所　
２
階
学
習
室

▼
出　
演　
お
楽
し
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
サ
ー
ク
ル
笑
美
、
冗
談
法
人
真
岡
落

　
語
研
究
会

▼
定　
員　
30
名

※

申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日　
時　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午　
　

　
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
は
、
乳
幼
児
を
お

連
れ
の
方
が
気
兼
ね
な
く
図
書
館
を
利

用
で
き
る
時
間
で
す
。
第
３
土
曜
日
に

は
お
は
な
し
会
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ま
連
れ
の
方
は
、「
赤
ち
ゃ
ん

タ
イ
ム
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」

　
実
施
し
て
い
ま
す
！

　

あ
お
ぞ
ら
図
書
館

●
世
界
の
ボ
ー
ド

　
　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う
！

　
（
創
立
40
周
年
企
画
）

　
世
界
の
名
作
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊

び
ま
せ
ん
か
。
は
じ
め
て
で
も
大
丈

夫
、
世
代
を
こ
え
て
み
ん
な
で
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日　
時　
４
月
27
日
㈯
午
後
１
時

　
〜
５
時
（
入
退
場
自
由
）

▼
場　
所　
２
階
学
習
室

▼
定　
員　
15
名
〜
20
名
ほ
ど
（
当

　
日
の
飛
び
込
み
参
加
も
で
き
ま
す
）

▼
対　
象　
小
学
４
年
生
〜
一
般

▼
参
加
費　
無
料

●
絵
本
っ
て
楽
し
い

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
図
書
館
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
工
作
会
を
行
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
後
日
チ
ラ
シ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
４
月
28
日
㈰
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
場　
所　
２
階
学
習
室

▼
対　
象　
幼
児
・
児
童

▼
定　
員　
15
名
程
度
（
要
申
込
み
）

▼
参
加
費　
無
料

●
図
書
館
探
検
隊

　
図
書
館
の
中
を
い
ろ
い
ろ
見
学
し

て
み
よ
う
。
ふ
だ
ん
は
み
ん
な
が
入

れ
な
い
部
屋
も
見
学
で
き
ま
す
。

５
月
か
ら

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
と

図
書
館
お
は
な
し
会
を

土
曜
日
に
変
更
し
ま
す

千
振
公
民
館　

▼
予
定
日
時　
毎
月
第
３
水
曜
日　
　

　
午
前
９
時
15
分
〜
９
時
45
分

高
原
公
民
館　

▼
予
定
日
時　

　
１
・
２
月
を
除
く
毎
月
第
４
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

※

変
更
に
な
る
場
合
は
広
報
や
図
書
館

だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
図
書
館
お
は
な
し
会

▼
日　
時　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時　
　
　

　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
楽
し
い
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
会
を
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

那須町野外研修センターは
　4月２０日（土）から平成31年度の営業を開始します

■問合せ　那須町野外研修センター　☎７４－３７１１



　
①
お
灸
カ
フ
ェ　
〜
ス
ト
レ
ス
・
イ

　
ラ
イ
ラ
対
策
〜

　
お
灸
の
使
い
方
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
日　
時　
４
月
17
日
㈬　
午
前
10
時

　
〜
11
時
30
分

▼
参
加
費　
１
，５
０
０
円（
資
料
代
・

　
材
料
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
佐
藤
道
代

　
☎
０
８
０―

６
６
５
１―

５
５
４
３

②
は
じ
め
て
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

　
料
理
教
室

▼
日　
時　
４
月
19
日
㈮
午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

▼
参
加
費　
１
，０
０
０
円（
資
料
代
・

　
材
料
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
室
井
智
江
子

　
☎
０
９
０―

６
１
１
８―

５
３
２
７

③
住
友
博
写
真
展
「
寂
視
」
青
森
岩
手

　
福
島
茨
城

　
写
真
家
の
住
友
博
さ
ん
が
被
災
地

を
め
ぐ
っ
て
撮
り
た
め
た
写
真
を
本

邦
初
公
開
し
ま
す
。

▼
日　
時　
４
月
１
日
㈪
〜
４
月
27
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
公
開
対
談　
４
月
21
日
㈰　
午
前
11

　
時
〜
正
午

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
那
須
ま
ち
づ

　
く
り
広
場　
☎
74
３
４
３
４

④
講
演
会
「
分
断
と
共
生―

福
島
原
発

　
を
事
例
に―

」

　
脳
科
学
の
分
野
か
ら
、
分
断
が
起
こ

っ
た
時
に
ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
く
か
、
郷
土
の
文
化
や

つ
な
が
り
を
守
る
こ
と
が
健
康
・
経

済
・
政
治
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与

え
る
か
を
考
え
ま
す
。

▼
日　
時　
４
月
21
日
㈰　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

▼
参
加
費　
１
，０
０
０
円（
資
料
代
）

※

高
校
生
以
下
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
那
須
ま
ち
づ

　
く
り
広
場　
☎
74
３
４
３
４

⑤
表
現
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
教
室

〇
歌
遊
び

▼
日　
時　
４
月
19
日
㈮　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
参
加
費　
１
，０
０
０
円（
材
料
費
・

　
資
料
代
）

〇
色
遊
び
〜
観
察
力
を
育
て
て
木
炭

　
デ
ッ
サ
ン
を
楽
し
む
〜

▼
日　
時　
４
月
26
日
㈮　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
参
加
費　
１
，０
０
０
円（
材
料
費
・

　
資
料
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
☎
０
９
０―

８

　
４
８
９―

５
９
９
９(

近
藤
）

⑥
展
示
会
「
か
が
や
く
心
の
色―

シ
ュ

　
タ
イ
ナ
ー
教
育
の
観
点
か
ら―

」

　
透
明
水
彩
の
い
き
い
き
と
し
た
色

使
い
を
通
し
て
、
心
身
に
調
和
と
栄
養

を
与
え
る
ア
ー
ト
作
品
展
示
会
で
す
。

絵
画
・
造
形
療
法
士
の
吉
澤
明
子
さ
ん

に
よ
る
お
話
会
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日　
時　
５
月
１
日
㈬
〜
５
月
24
日

　
㈮　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〇
お
話
会
〜
背
景
に
あ
る
自
然
に
対

　
す
る
考
え
方
、人
に
関
す
る
考
え
方

　
に
つ
い
て
〜

▼
日　
時　
５
月
１
日
㈬　
午
後
２
時

　
〜
午
後
３
時

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
那
須
ま
ち
づ

　
く
り
広
場　
☎
74
３
４
３
４

⑦
ふ
み
さ
ん
の
お
や
つ
教
室「
フ
ラ
イ

　
パ
ン
で
で
き
る
簡
単
お
や
つ
作
り
」

▼
日　
時　
５
月
７
日
㈫　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
薄
井
史
子

　
☎
０
９
０―

２
５
６
０―

９
９
１
３

⑧
よ
ろ
ず
相
談
室
研
修
会　
〜
認
知

　
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

▼
日　
時　
５
月
10
日
㈮　
午
後
１
時

　
〜
２
時
30
分

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
資
料
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
相
談
室
専
用

　
電
話　
☎
74
５
０
１
１

⑨
ヨ
ガ
、瞑
想
を
は
じ
め
よ
う
！

▼
日　
時　
５
月
12
日
㈰　
午
後
１
時

　
〜
２
時
30
分

▼
参
加
費　
１
，５
０
０
円（
資
料
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
渡
邊
智
美

　
　
� info@earthyoga-studio.com

那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場

㉚

4月8日（月）～19日（金）※土日を除く



な
す
か
し
の
森　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

　　
２
月
に
国
史
跡
指
定
を
受
け
た
棚

倉
城
跡
を
会
場
に
、
出
店
や
武
者
行
列

（
川
越
藩
行
列
保
存
会
）、
小
学
校
鼓
笛

隊
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。家
族
や
仲
間
で
春
の

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
４
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
場　
所　
棚
倉
城
跡
（
亀
ケ
城
公
園

　
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚

　
倉
字
城
跡
26―

２
）

※

駐
車
場
は
棚
倉
城
跡
北
駐
車
場
、
南

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
棚
倉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
棚
倉
町
商
工
会
内
）

　
☎
０
２
４
７―
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３
１
６
１

　
甲
状
腺
の
検
診
の
ほ
か
、
会
場
で
体

内
の
セ
シ
ウ
ム
を
測
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
検
査
を
、
町
民
は
無
料
で

町
外
の
方
は
千
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日　
時　
５
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時

▼
場　
所　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
担
当
医
師　
西
尾
正
道
氏
（
北
海
道

　
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）

▼
対　
象　
７
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

　
で
那
須
町
、那
須
塩
原
市
、大
田
原
市

　
に
居
住
し
て
い
る
方

※

そ
れ
以
外
の
年
齢
の
方
で
、
受
診
を

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、検
診
の
際
に
保
護
者
の
方

も
同
席
し
て
画
像
を
見
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
未
成
年
の
方
は
保
護
者
と
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
定　
員　
70
名（
先
着
順
）

※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。申
込
み
用
紙
は
各
施
設

に
配
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
被
曝
と
健

康
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hibakutokennkou.net/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。 
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
一
般
社
団
法
人

　
「
被
曝
と
健
康
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
（
田
代
）

　 

☎
０
２
８
７―

76―

３
６
０
１

　
Fax
０
２
８―

６
７
８―

３
４
２
５

募

集

無
料
甲
状
腺
検
診
の
ご
案
内

栃木県立博物館

　鎌倉街道の実態を近年の発掘成果をもとに明らかにし、
行き交った人や物品、沿道の人々の暮らしを紹介します。
■期　間　４月２７日 (土 )～６月１６日 (日 )
■問合せ　栃木県立博物館　☎０２８―６３４―１３１１

　
那
須
甲
子
事
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
す
。

▼
対　
象　
高
校
生
、短
大
生
、大
学
生
、

　
専
門
学
校
生
、社
会
人
、そ
の
他
当
施

　
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・

　
関
心
が
あ
る
方

▼
募
集
人
員　
30
名
程
度

▼
研
修
期
間　
５
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

　
（
１
泊
２
日
）

▼
内　
容　
野
外
炊
事
、講
義
、普
通
救

　
命
講
習
Ⅰ
等

▼
参
加
費　
３
，
０
０
０
円
（
食
事
代
、

　
シ
ー
ツ
代
、教
材
費
、保
険
代
等
）

▼
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。右
の
Ｑ
Ｒ
コ

　
ー
ド
か
ら
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

※

ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
申
込
み
で
き
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
り　
５
月
５
日
㈰

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　
国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自

　
然
の
家（
増
田
・
岩
谷
）

　
☎
０
２
４
８―

36―

２
３
３
１

　
�nasukashi-ki@

niye.go.jp

棚
倉
城
跡
国
史
跡
指
定
記
念

十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り

㉛

企画展　下野の鎌倉街道ー道を行き交う人と物―

 

 

 白河厚生総合病院 PET 画像診断センター  

         

 
【お申込･お問合せ】  

TEL(0248)22-2282 
（月～金

 
8:30～17:00） 

PET‐CT がん検診 那須町民コース  

・PET‐CT検査のみ         49,000 円(消費税込)  
・PET‐CT検査+ピロリ菌検査（便検査）53,000 円(消費税込) 
（通常当院 PET‐CT 検査 ベーシックコース：102,600 円(消費税込)） 

【実施期間】平成 31 年 4 月 1 日～ 
平成 32 年 3 月 31 日まで 

～那須町内在住の方は以下の料金で検査できます～

福
島
県
棚
倉
町
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　
栃
木
県
大
田
原
労
政
事
務
所
で
は
、

各
種
相
談
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
巡
回
相
談
会（
予
約
制
）

（
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
・
と
ち
ぎ
生

涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
ら

っ
と
」）

▼
内　
容　
就
職
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

　
ー
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
関
す
る
無
料

　
相
談
等

▼
開
催
日　
毎
月
第
１
木
曜
日

▼
時　
間　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

　
４
時

▼
場　
所　
栃
木
県
那
須
庁
舎

※

５
・
９
月
は
那
須
塩
原
市
役
所
、７
・   

11
月
は
矢
板
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

〇
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

　
ス
相
談（
予
約
制
）

▼
内　
容　
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

　
る
無
料
相
談

▼
開
催
日　
偶
数
月
の
第
３
水
曜
日

▼
時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　
４
時
30
分（
毎
回
３
人
ま
で
）

▼
場　
所　
大
田
原
労
政
事
務
所

〇
労
働
相
談

▼
内　
容　
労
働
条
件
や
労
務
管
理
の

　
改
善
な
ど
、
労
働
者
と
使
用
者
か
ら

　
の
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
相
談

▼
開
催
日　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

　
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
時　
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場　
所　
大
田
原
労
政
事
務
所

　
詳
細
や
予
約
に
つ
い
て
は
大
田
原
労

　
政
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
田
原
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
８
７―

22―

４
１
５
８

〇
高
齢
者
の
介
護
・
福
祉
・

　
健
康
な
ど
の
相
談

・
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
71
１
１
３
８

・
保
健
福
祉
課

　
☎
72
６
９
１
０
・
６
９
１
７

〇
心
身
の
障
が
い
に
よ
る

　
困
り
ご
と
の
相
談

・
指
定
相
談
支
援
事
業
所
ノ
エ
ル

　
（
寺
子
乙
１
９
９
４―

19
）

　
☎
73
５
３
１
５

・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず
り
葉

　
（
那
須
塩
原
市
宮
町
２―

14
）

　
☎
０
２
８
７―

63―

７
７
７
７

相

談

高
齢
者
・
障
が
い
等
の

　
　

 

総
合
相
談
支
援

ご
寄
付
・
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

湯　

本　
　
　
　

草
野　

勇
三　

様

寄　

居　
　
　
　

遠
藤　

和
男　

様

松　

沼　
　
　
　

渡
邉
登
志
雄　

様

時　

庭　
　
　
　

小
川
富
貴
子　

様

寺
子
乙　
　
　
　

深
沢　

三
枝　

様

通
学
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊　
　
　

様

社
会
医
療
法
人　

博
愛
会

　
　
　
　
　
　

菅
間
記
念
病
院　

様

　
　
　
　
　
　
　

（
３
／
15
現
在
）

栃木県立美術館　企画展「画中のよそおい」
　イギリスとフランスを主とした近代西洋から現代日本までの美術作品
にあらわれたファッションを当館の所蔵品を中心に紹介します。
■期　間　４月２０日 (土 )～６月１６日 (日 )
■問合せ　栃木県立美術館学芸課　☎０２８―６２１―３５６６

〇
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
権

　
利
擁
護
・
虐
待
に
関
す
る

　
相
談

　
４
月
か
ら
高
齢
者
と
障
が
い
者
を
対
象

と
し
た
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

平
日
は
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課

　
地
域
支
援
係（
高
齢
者
）　
☎
72
６
９

　
１
０
・
障
が
い
者
福
祉
係　
☎
72
６

　
９
１
７

労
働
に
関
す
る

相
談
会
等
の
ご
案
内 

32

 



33 大型連休業務日程
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４
月
〜
５
月

桜
ま
つ
り
街
角

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

▼
期
　
間　

４
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

▼
場
　
所　

芦
野
・
伊
王
野
地
区

○
期
間
内
イ
ベ
ン
ト

▼
日
　
時　

４
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
場
　
所　

石
の
美
術
館
ス
ト
ー
ン
プ

　

ラ
ザ
石
蔵
茶
室

▼
内
　
容　

お
花
見
・
お
茶
会

▼
料
　
金　

入
館
料
８
０
０
円

※

入
館
さ
れ
た
方
は
お
茶
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
合
せ　

石
の
美
術
館
ス
ト
ー
ン
プ

　

ラ
ザ　

☎
74
０
２
２
８

　

町
内
で
は
中
学
校
卒
業
式
が
３
月
９
日
、

小
学
校
卒
業
式
が
19
日
、保
育
園
修
了
式
が

20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。中
学
生
２
０
２
人

と
小
学
生
１
５
９
人
が
卒
業
、保
育
園
児
１

１
７
人
が
修
了
し
、思
い
出
が
つ
ま
っ
た
校

舎
、
園
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
夢
と
希
望
を
持

っ
て
新
た
な
舞
台
へ
羽
ば
た
き
ま
し
た
。

▶
卒
業
証
書
を
一
人
ひ
と
り
が
受
け
取
り
、一
輪

　

の
ガ
ー
ベ
ラ
と
感
謝
の
手
紙
を
親
へ
手
渡
し

　

ま
し
た
（
那
須
中
学
校
）

芦
野
桜
ま
つ
り

▼
期
　
間　

４
月
７
日
㈰
〜
21
日
㈰

　

午
後
５
時
〜
９
時

▼
場
　
所
　
武
家
屋
敷
周
辺
か
ら
芦
野

　

御
殿
山
入
口

▼
内
　
容　

樹
齢
４
０
０
年
を
超
え
る

　

の
平
久
江
家
の
し
だ
れ
桜
の
ラ
イ
ト

　

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

那
須
町
商
工
会
芦
野
伊
王

　

野
支
部　

支
部
長　

戸
上

　

☎
０
９
０
―

１
５
４
７
―

１
１
０
２

髙根沢廣志さん（鹿沼市）が製作した「厳冬の茶臼岳」（油絵）を

いただきました。 文化センターロビーに展示してあります

（２／26　町長室 斉藤さんと松原さんに届けていただきました）

ひなまつりお茶会。園長先生が立てた抹茶をきりん組の年長

児さんがお盆で運びおもてなし。おいしくいただきました

（２／ 28　黒田原第２保育園）

涙
と
感
謝 

〜
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
〜

ご
卒
業
　
ご
卒
園
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲元気いっぱいに園歌を歌い、お母さんに保育証書を渡し、あり

　がとうの気持ちを言葉にして伝えました（千振保育園）

▲1,000株以上の黄色いパンジーで彩られた花いっぱいの中

　で行われた卒業式。校舎から出るときは、親と一緒に歩き、在

　校生から心のこもったの手紙が贈られました（東陽小学校）
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伊
王
野
桜
ま
つ
り

▼
日
　
時
　
４
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

▼
場
　
所
　
伊
王
野
お
城
山

▼
内
　
容
　
千
本
杵
餅
つ
き
、
も
ち
の

　

無
料
配
布

▼
問
合
せ
　
伊
王
野
城
山
保
存
会　

　

深
澤　

☎
０
９
０-

３
３
４
２-

６
３
０
７

堂
の
下
岩
観
音
桜
ま
つ
り

▼
期
　
日
　
４
月
14
日
㈰

▼
場
　
所
　
堂
の
下
岩
観
音

▼
内
　
容
　
ご
本
尊
御
開
帳
：
午
前
10

　

時
〜
午
後
３
時
（
読
経
：
午
前
10
時
、

　

念
仏
：
午
後
１
時
）

〇
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▼
期
　
間
　
４
月
20
日
㈯
ま
で

　

午
後
６
時
〜
９
時

▼
問
合
せ
　
岩
観
音
護
持
会　

高
崎

　

☎
74
０
４
２
４

五
月
ま
つ
り

　
　
（
子
ど
も
フ
ェ
ア
）

▼
期
　
日
　
５
月
５
日
㈰

▼
場
　
所
　
道
の
駅
東
山
道
伊
王
野

▼
内
　
容
　
千
本
杵
も
ち
つ
き
実
演
販

　

売
、
地
元
協
力
商
店
の
テ
ン
ト
販
売
、

　

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

　

ト　

ほ
か

▼
問
合
せ
　
道
の
駅
東
山
道
伊
王
野
事

　

務
所　

☎
75
０
６
５
３

14歳の自分と向き合う

　３月14日、那須中学校で立志式が行われました。

生徒を代表して「立志の決意」を、２年１組の人見紗樹

さんが「調理系の仕事に就くという、夢を叶えるため

に今できることを頑張ります」と発表し、２組の佐藤

勇二郎さんが 「器の大きな人になるために、当たり前

のことをしっかりやりたいです」と、発表しました。

　記念親子活動では、参加した保護者と生徒がグルー

プに分かれ、生徒は「今感じている不安」を保護者は

「中学生だったとき、どんな悩みを抱えていたか」をそ

れぞれ話し合いました。

和布花ブローチをハンドメイド
　３月11日、伊王野基幹集落センターで伊王野公

民館事業「和布でブローチ作り教室」が開かれ、１２

人が参加しました。講師の白井智子さんの縫い方を

手本に使用しなくなった着物などの和布をリメイク

して、オシャレで気品あふれるかわいいブローチを

作りました。

春の季節に桜あんぱん！
　３月13日、文化センター調理室で那須公民館事

業 「春のパンまつり～フライパンｄｅパン～」 が開

かれ、町民12人が参加しました。

　受講生は、パン生地づくりからはじめ、一次発酵、

生地のガス抜き、成形、二次発酵、焼成とパン作りの

工程を一つひとつ、丁寧に学びました。

　できあがったあんぱんは香ばしく、桜の花びらに

春を感じました。

役場町民ホールをメイン会場に「第３回つるし雛展
ｉｎ那須」が３月５日から７日の３日間開催され、開
催期間中には、スタンプラリーやフェルトの雪うさぎ
作り体験が行われました。 （３／６）

人
見
紗
樹
さ
ん

佐
藤
勇
二
郎
さ
ん
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夢・感動通信

　町教育委員会では、児童生徒の「生きる力」を養
うため、学校や家庭、地域とともにさまざまな取り組
みを行っています。  「夢ある子どもを育む那須の教
育」について12回シリーズでお伝えします。

町独自の教育課程編成「ＮＡｉＳＵタイム」がはじまります！

　　「
ケ
ー
キ
作
り
の
す
べ
て
は
、
お
客

様
が
喜
ん
で
く
れ
る
笑
顔
を
見
る
た

め
」と
話
す
の
は
、
自
然
村
別
荘
地
の

近
く
に
あ
る
「
菓
子
工
房
Ｋ
ａ
ｔ
ｓ

ｕ
ｍ
ｉ
」
の
五
十
嵐
克
己
さ
ん
。横
浜

で
生
ま
れ
育
ち
、
専
門
学
校
卒
業
後
、

名
だ
た
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
で

パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
腕
を
磨
き
、
平

成
８
年
に
知
人
の
誘
い
で
那
須
に
移

住
し
ま
し
た
。

　
注
文
を
受
け
て
か
ら
ケ
ー
キ
を
作

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
な
ど
の
大
小
様
々
な
ケ

ー
キ
の
注
文
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
要
望
に
合
わ
せ
て
細

か
い
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
丁
寧

に
作
り
上
げ
ま
す
。
平
日
は
受
注
分

を
作
る
ほ
か
、
製
菓
学
校
の
講
師
の

仕
事
で
多
忙
な
日
々
。「
だ
か
ら
店
は

土
日
し
か
開
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
」

と
笑
い
な
が
ら
も
、
地
元
農
家
に
２

年
間
通
っ
て
イ
チ
ゴ
の
買
付
け
に
こ

ぎ
着
け
た
こ
と
や
、
余
っ
た
ケ
ー
キ

を
近
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
無
償
提

供
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
地
域
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
た
ケ
ー

キ
、
食
べ
れ
ば
き
っ
と
笑
顔
に
な
れ

ま
す
ね
。

ほっと

　ひと息

ほっと

　ひと息

おいしい那須めぐり

↓黒磯

那須高校

自然村

黒田原小
那須町役場

芦野
交差点

那須クリーン
ステーション

国
道
２
９
４
号

オーナーシェフの五十嵐克己さん

那須ブランド認定「カツ
ミロール」にこだわりイ
チゴ入り。クリームの上
品な甘さとイチゴの程
よい酸味、ふわふわスポ
ンジのバランスが絶妙。

❹

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
宇
都
宮

気
象
台
の
防
災
官
の
助
言
を
受

け
て
、２
０
１
５
年
度
か
ら「
防
災

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。過
去
に
国
内
で
発
生

し
た
災
害
を
振
り
返
る
と
、
防
災

教
育
が
行
き
届
い
て
い
た
自
治

体
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

と
、地
域
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き

る
か
考
え
て
行
動
す
る
「
共
助
」

を
徹
底
し
て
教
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
過
去
に
町

内
で
起
き
た
豪
雨
水
害
の
映
像

を
児
童
が
鑑
賞
し
、「
高
齢
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
い
る
時
に
水
害
が
起
き

た
ら
」
と
い
う
想
定
で
避
難
行
動

を
考
え
る
授
業
や
、全
学
校
に
導

入
し
た
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
対
応
行
動
訓
練
な

ど
を
町
独
自
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。防
災
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
児
童
生
徒
が
将
来
、
他

の
地
区
で
生
活
す
る
時
も
、
そ
の

地
域
の
地
形
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
災
害
予
測
図
）を
調
べ
、
災
害
に

備
え
る
と
い
う
心
が
育
つ
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
新
教
科
「
Ｎ
Ａ

ｉ
Ｓ
Ｕ
タ
イ
ム
」
で
は
、
次
の
４

つ
の
視
点
か
ら
防
災
教
育
に
取

り
組
み
ま
す
。

①
火
山

②
地
震

イ
チ
ゴ
シ
ョ
ー
ト
な
ど
の
定
番

商
品
の
ほ
か
、
こ
し
あ
ん
入
り

の
珍
し
い
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
も

並
ん
で
い
ま
す
。

③
洪
水
・
土
砂
・
竜
巻

④
地
域
防
災

　

校
内
で
の
身
の
守
り
方
、
防
災
へ

の
備
え
、
災
害
の
危
険
予
測
、
避
難
所

で
の
行
動
な
ど
と
い
っ
た
順
序
で
発

達
段
階
に
応
じ
て
学
び
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
時
に
対
し
自
分
と
他
人
の
命
を

守
る
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
力
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
72
ー
６
９
２
２

教育委員会だより

▲ハザードマップの学習（東陽小学校）　▲火山のしくみの学習（那須小学校）

☎73-5540　
土日のみ営業

県道２１１号線沿いの田園風景
に１軒たたずむかわいい店舗。

No.４

●

●

●

●

●

●
●●

菓子工房Ｋａｔｓｕｍｉ

菓子工
房

アロハ
ファーム



◎
今
月
号
の
遊
行
柳
の
投
句
は
該
当
作
品
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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夕
狩
地
区
に
あ
る
森
林
ノ
牧
場
で

は
︑
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
20
頭
ほ
ど
が
飼
育

さ
れ
て
い
ま
す
︒使
わ
れ
て
い
な
い
森

林
を
活
用
し
た
放
牧
地
が
畜
舎
か
ら
３

０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
あ

り
︑
牛
た
ち
は
の
び
の
び
と
牧
草
を
食

ん
で
い
ま
す
︒青
草
を
食
べ
る
牛
か
ら

生
産
さ
れ
る
牛
乳
は
ふ
ん
わ
り
と
香
る

優
し
い
味
︒ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
も
敷
地
内
の
カ

フ
ェ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒生
産
加
工
や
販
売
に
よ
っ
て

新
た
な
雇
用
も
生
み
出
さ
れ
︑
若
者
た

ち
の
移
住
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
︒

　

山
川
社
長︵
写
真
右
奥
︶
は﹁
牧
場
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
を
応

援
し
︑
森
を
活
か
し
た
牧
場
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
﹂と
︑
こ
れ
か
ら
の

展
望
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒

山
寺
の
筧
の
水
も
温
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

芦
山

一
日
に
万
歩
歩
け
と
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

光
風

山
笑
ふ
名
前
出
ぬ
ま
ま
立
ち
話　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

慶
子

木
の
芽
風
命
の
賛
歌
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

角
田
富
美
子

さ
わ
さ
わ
と
森
動
き
出
す
木
の
芽
風　
　
　
　
　

小
森　

静
江

彼
岸
入
り
梳
す
形
見
の
黄
楊
の
櫛　
　
　
　
　
　

津
田
イ
ツ
子

辿
り
来
し
疎
水
の
源
流
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　

長
島　

啓
子

山
笑
ふ
担
い
て
出
来
て
牛
の
啼
く　
　
　
　
　
　

郷　
　
　

華

故
郷
の
つ
つ
ま
し
き
愛
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　

大
島　
　

昇

白
梅
や
一
群
の
雲
動
か
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　

七
海　

英
音

渓
流
の
春
水
と
し
て
囁
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

生
石

春
の
水
田
川
の
堰
を
迸
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出
か
へ
い

釣
り
上
ぐ
る
魚
に
耀
ふ
春
の
水　
　
　
　
　
　
　

松
浦　

秀
文

城
山
へ
七
坂
八
坂
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　
　
　

鮎
瀬　
　

汀

う
れ
し
い
ね
古
巣
忘
れ
ず
燕
来
る　
　
　
　
　
　

中
島　

慶
子

こ
ぶ
し
咲
く
那
須
の
街
に
も
放
射
線　
　
　
　
　

佐
藤　
　

登

配
達
の
頬
に
冷
た
き
霙
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

千
秋

木
の
芽
和
え
余
生
の
味
と
山
居
人　
　
　
　
　
　

田
部
井
清
子

百
姓
と
い
ふ
ほ
ど
も
な
く
畑
返
す　
　
　
　
　
　

平
岡　

丈
子

白
梅
や
転
ば
ぬ
よ
う
に
転
け
ぬ
よ
う

　

呪
文
と
な
え
て
牛
舎
に
向
う　
　
　
　
　
　
　

中
島　

君
江

畔
焼
き
や
煙
た
な
び
く
故
郷
の

　

田
仕
事
開
始
告
げ
る
春
先　
　
　
　
　
　
　
　

有
坂　
　

進

　出句は楷書でお願いします。判別できない場合は
掲載になりませんのでご注意ください。
　また、電話番号の記入をお願いします。
■締切り　４ 月１７日（水）
■俳句の送付先　
　〒329‐3222 那須町大字寺子丙３－１６６　
　田中　義郎　☎７２－５０４４
■短歌の送付先　
　〒329‐3292 那須町大字寺子丙３－１３　
　総務課秘書広報係　☎７２－６９０１

那須文芸への出句について

表紙シリーズ「はぐくむ喜び」では、町を支える農業の魅力をご紹介します。

～農業の魅力～

表紙シリーズ

No.４
森林ノ牧場株式会社
（夕狩）

総務課秘書広報係



▼
日　
時　
４
月
19
日
㈮
午
前
９
時
〜

　
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
行
政
上
の
困
り
ご
と

▼
応
対
者　
平
山
英
夫
行
政
相
談
委
員

▼
問
合
せ　
（
自
宅
）☎
72
５
２
３
４

▼
日　
時　
４
月
22
日
㈪
午
前
９
時
30

　
分
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
人
権
に
関
す
る
相
談
（
職

　
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
学
校
で
の
い
じ

　
め
、
言
葉
の
暴
力
な
ど
）

▼
応
対
者　
人
権
擁
護
委
員　
２
名

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課
福
祉
係　

　
☎
72
６
９
１
７

▼
日　
時　
４
月
22
日
㈪
午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
身
の
回
り
の
心
配
ご
と

▼
応
対
者　
民
生
委
員
３
名

▼
問
合
せ　
那
須
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
72
５
１
３
３

▼
日　
時　
４
月
23
日
㈫
午
後
１
時
30

　
分
〜
３
時
30
分

▼
会　
場　
不
動
産
会
館
県
北
支
部

▼
内　
容　
不
動
産
取
引
な
ど

▼
応
対
者　
相
談
員　
２
名

▼
問
合
せ　
宅
建
協
会
県
北
支
部
（
那

　
須
塩
原
市
）☎
62
６
６
７
７

▼
日　
時　
４
月
26
日
㈮
午
前
10
時

　
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
県
政
に
関
す
る
相
談

▼
応
対
者　
県
民
相
談
員
１
名

▼
問
合
せ  

那
須
県
民
相
談
室

　
☎
０
２
８
７―

23―

１
５
５
５

▼
日　
時　
４
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜

　
11
時
20
分
、
午
後
１
時
〜
２
時
20
分

▼
会　
場　
那
須
塩
原
市
役
所

▼
内　
容　
交
通
事
故
な
ど

▼
応
対
者　
交
通
事
故
相
談
員
１
名

▼
予
約
方
法　
３
日
前
ま
で
に
電
話
で

　
予
約
し
、
予
約
が
な
い
場
合
、
巡
回

　
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
県
民
プ
ラ
ザ

　
☎
０
２
８―
６
２
３―

２
１
８
８

▼
日　
時　
５
月
９
日
㈭
午
後
１
時
30

　
分
〜
４
時
30
分

▼
会　
場　
ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階
市

　
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
田
原
市
中
央

　
１―

３―

15
）

▼
内　
容　
法
律
上
の
困
り
ご
と

▼
定　
員　
18
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
切
り
）

▼
予
約
方
法　
４
月
26
日
㈮
・
５
月
７

　

契
約
す
る
際
に
は
、改
め
て
作
業
日
、

作
業
内
容
、
追
加
料
金
や
キ
ャ
ン
セ
ル

料
等
を
含
む
料
金
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
残
し
て
お
き
た
い
も
の
ま
で

処
分
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。残
し
て
お
く
も
の
と
処
分
す
る
も

の
を
明
確
に
分
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ　

○
那
須
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎
72
６
９
３
７

○
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８-

６
２
５-

２
２
２
７

38

悪質商法や多重債務などの消費生活に関する相談は、
　　 「那須町消費生活センター」へ！
■開所日　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
■時　間　午前 9時～正午、午後 1時～ 4時
■場　所　那須町役場内 1階東側
■電　話　０２８７ -７２ - ６９３７

土日など役場が休みの時にも、相談可能な窓口へ
おつなぎします。（年末年始を除く）

「消費者ホットライン」３桁の電話番号１８８番へ

無 料 相 談 会

行
政
相
談

  

広
域
無
料
法
律
相
談

不
動
産
相
談

交
通
事
故
巡
回
相
談

人
権
相
談

移
動
県
民
相
談

　

 

事
例

　
兄
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
検
索
し
て
見
つ
け
た
遺
品
整

理
事
業
者
に
来
て
も
ら
い
、
見
積
も
り

を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。事
業

者
か
ら
、「
今
日
決
め
て
も
ら
っ
た
ら
安

く
な
る
」「
早
く
決
め
れ
ば
早
く
始
め
ら

れ
る
」な
ど
と
言
わ
れ
た
の
で
、そ
の
場

で
約
32
万
円
の
契
約
を
し
て
、
手
持
ち

の
２
万
５
千
円
を
支
払
っ
た
。「
週
明
け

か
ら
準
備
を
始
め
る
」
と
言
っ
て
い
た

の
に
、
そ
の
後
な
か
な
か
作
業
を
始
め

て
く
れ
な
い
。　　
　
（
60
歳
代
女
性
）

　

 

ひ
と
こ
と
助
言 

　

遺
品
整
理
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
料
金

や
作
業
内
容
は
事
業
者
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
。必
ず
複
数
の
事
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
り
、
料
金
や
契
約
内
容
を

比
較
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
今
な
ら
安
く
な
る
」な
ど
と
せ
か
さ

れ
て
も
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。家
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

心
配
ご
と
相
談

遺
品
整
理
サ
ー
ビ
ス
　

契
約
内
容
を
よ
く
確
認

　
日
㈫
・
８
日
㈬
に
電
話
で
予
約
を
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
大
田
原
市
総
務

　
課　
☎
０
２
８
７―

23―

１
１
１
１
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わ
が
街
の
図
書
館
が
新
し
く
な
る
と

聞
け
ば
、読
書
好
き
な
ら
誰
も
が
完
成

を
心
待
ち
に
す
る
だ
ろ
う
。周
辺
自
治

体
で
も
お
し
ゃ
れ
な
図
書
館
が
次
々

と
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。那
須
町
に
も

い
つ
か…

と
、淡
い
願
い
を
抱
く
夢
見

草
の
季
節
▼
町
の
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
た
の
は
昭
和
54
年
４
月
、ち
ょ
う

ど
40
年
前
。以
前
お
世
話
に
な
っ
た
上

司
が
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に
携
わ
っ
た

こ
と
を
振
り
返
り「
丸
い
建
物
に
四
角

い
物
を
し
ま
う
の
は
、本
当
に
大
変
だ

っ
た
の
」 と
言
っ
て
い
た
。「
な
る
ほ
ど
、

そ
う
い
う
も
の
か
」
と
考
え
な
が
ら
館

内
に
入
れ
ば
、そ
こ
は
い
つ
も
、懐
か
し

い
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。本
の
匂
い
に

包
ま
れ
な
が
ら
目
当
て
の
本
を
探
し
て

い
る
と
、
丸
い
壁
と
四
角
い
本
棚
、
四

角
い
机
を
相
手
に
奮
闘
す
る
、
上
司

の
姿
が
浮
か
ぶ
よ
う
だ
っ
た
▼
特
集
の

原
稿
執
筆
の
た
め
に
皇
室
関
係
の
本

を
選
び
、カ
ウ
ン
タ
ー
へ
持
っ
て
い

く
。カ
ー
ド
が
な
い
こ
と
を
伝
え
る

と
、 私
の
名
札
を
見
て
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
「
総
務
課
さ
ん
で
す
ね
」と
パ
タ

パ
タ
と
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
き
、す
ぐ

に
貸
し
出
し
の
処
理
を
し
て
く
れ
た

▼
吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
に
大
き
な
窓
、

カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
た
近
代
的
な
図

書
館
も
素
敵
だ
け
ど
、
築
40
年
の
図

書
館
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
温
か
い
対
応

と
心
和
む
空
間
が
あ
る
。丸
と
四
角
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
窓
の
向

こ
う
で
、隣
の
小
学
校
の
ブ
ラ
ン
コ
が

春
風
に
揺
れ
て
い
る
。校
庭
の
桜
の

蕾
が
今
に
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
そ
う
だ
。

我が家の小さな冒険
家！ニコニコ笑顔で今
日も好奇心は無限大！

町の世帯と人口

あなたの「声」を聞かせてください

平成２９年
　　３月１４日生
盛司さん　　恵実さん父 母

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。 
詳しくは総務課秘書広報係（☎72-6901）まで。

・世帯数　10,284世帯 (-1) 
・人　口　25,249人　（-24）　
　 男 12,528人（-9）女12,721人（-15）

　

泰
親
は
又
、
高
殿
で
玉
藻
前
が
身

よ
り
光
り
を
発
し
た
点
に
つ
い
て
、

人
間
が
光
り
を
発
す
る
な
ど
と
い
う

不
思
議
が
あ
り
得
な
い
こ
と
は
、
正

法
（
正
し
い
仏
法
）
が
示
す
通
り
で

あ
る
。
そ
し
て
又
、
玉
藻
前
の
生
み

の
親
が
、
未
だ
不
明
で
あ
る
こ
と
が
、

第
二
の
怪
し
む
べ
き
こ
と
だ
と
問
い
詰

め
た
。

　

玉
藻
前
は
笑
い
な
が
ら
反
論
し
た
。

天
皇
の
病
気
は
自
然
の
理
で
あ
る
。

人
間
に
病
や
死
の
災
い
が
あ
る
の
は
、

た
と
え
一
天
の
君
で
さ
え
避
け
ら
れ
な

い
理
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
自
分
の
せ
い

に
す
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
と
。

な
お
、
玉
藻
前
は
反
論
を
続
け
た
。

正
法
に
不
思
議
な
ど
は
な
い
と
い
う

が
、
身
か
ら
光
り
を
発
す
る
例
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。
允
恭
天
皇
の
后
、

衣
通
姫
は
総
身
麗
し
く
御
衣
の
外
ま

で
通
る
故
に
そ
の
名
が
つ
い
た
。
又
、

聖
武
天
皇
の
后
は
、
御
身
よ
り
光
り

を
放
ち
給
う
が
故
に
、
光
明
皇
后
と

称
さ
れ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、貴

僧
、
高
僧
が
仏
三
昧
に
修
行
し
て
、

菩
薩
に
変
じ
光
り
を
放
っ
た
例
は
数

多
く
あ
る
。
こ
れ
を
邪
法
な
ど
と
い

う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
又
、

自
分
の
生
み
の
親
が
未
だ
出
て
こ
な

い
と
言
う
が
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が

あ
っ
て
捨
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

に
、
ど
う
し
て
名
乗
り
出
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
う
言
っ
て
、
玉
藻
前

は
、
明
る
く
笑
い
な
が
ら
。
一
々
、

理
路
整
然
と
泰
親
を
論
破
し
た
。

　

人
々
は
皆
、
し
き
り
に
感
嘆
し
、

泰
親
は
満
座
の
中
で
面
目
を
失
っ

た
。
天
皇
の
逆
鱗
に
触
れ
て
閉
門
の

身
と
な
っ
た
泰
親
は
、
天
皇
の
向
後

を
憂
え
、
日
々
悶
々
と
す
る
。
す
る

と
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。
泰
親
に

仕
え
る
童
子
が
突
然
正
体
を
失
っ

て
、
物
狂
わ
し
く
言
葉
を
発
し
た
。

自
分
は
加
茂
明
神
で
あ
る
、「
蟇
目

鳴
弦
（
鏑
矢
を
射
、
弦
を
な
ら
し
て

悪
霊
を
祓
う
）」
の
神
事
を
行
え
ば
、

玉
藻
前
は
必
ず
や
野
干
（
狐
）
の
正

体
を
現
す
だ
ろ
う
、
童
子
は
そ
う
言

っ
て
、
泰
親
に
神
の
お
告
げ
を
伝
え

た
。

（    ３月１日現在・住民基本台帳）
（　）の数字は前月比

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

物
語
の
概
略
⑮

し
ょ
う

や
す
ち
か

や
す
ち
か

や
す
ち
か

も
ん
も
ん

げ
き
り
ん

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え　
　
　
　
　
　
　
や 

か
ん

た
ま
も
の
ま
え

こ
う
み
ょ
う
こ
う
ご
う

ほ
と
け
ざ
ん
ま
い

ほ
う

や
す
ち
か

や
す
ち
か

や
す
ち
か

し
ょ
う
ほ
う

い
ん
ぎ
ょ
う
て
ん
の
う

め
い
げ
ん

か　

も 

み
ょ
う
じ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
き 

め

そ
と
お
り
ひ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ 

い

陽太郎くんは…

こんにちは赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

平成の御代が大河に流れ行く
　　川面に幾多の歴史浮かべて

よ う た ろ う 　

大 畑

くん

 笠井

陽太郎

み　よ

かわ も

さ　

く

ら

つ
ぼ
み
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